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平成２５年９月 全国百貨店売上高概況 

平成２５年１０月１８日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        ４,４４３億円余 

２．前年同月比     ２.８％（店舗数調整後／２か月連続プラス） 

３．調査対象百貨店   ８５社 ２４２店 （平成２５年８月対比±０店） 

４．総店舗面積     ６,２３８,１３９㎡ （前年同月比：－０.４％） 

５．総従業員数     ８０,９６８人 （前年同月比：－２.６％） 

６．３か月移動平均値   2-4 月 １.３％、3-5 月 ２.１％、4-6 月 ３.１％、 

5-7 月 ２.１％、6-8 月 ２.２％、7-9 月 ０.６％ 

 

  ［参考］平成 24 年 9 月の売上高増減率は－０.２％（店舗数調整後） 

 

【９月売上の特徴】 

２か月連続のプラスとなった。 

今年９月は、上旬と中旬に２つの台風（１７号・１８号）が上陸したほか、気温も大きく変化す

るなど不順な天候の影響で、入店客数には若干の影響を受けたものの、顧客の購買意欲は底

堅く、この時期主力の秋物衣料（衣料品：＋３.２％）や、靴・鞄等の服飾雑貨（身のまわり品：＋５.２％）

などファッション関連商材が好調に推移し商況全体を牽引した。また、高額品の中核である

美術・宝飾・貴金属（＋６.３％）は昨年の大幅増（＋７.１％）との対比で水準は落としながらも、依

然増勢を維持しているほか、地方物産展の積極展開などから食料品（＋１.９％）も堅調に推移し

たことにより、秋冬商戦本番を迎えてまずは良好なスタートを切ることができた。 

   その他当月の特徴的な動向としては、地区別分類で見ると増床・改装効果のある大都市（＋

４.３％）が商況全体を牽引したこと、商品別分類では家庭用品（家電とその他家庭用品がマイナス）を除く

多くの品目でバランスよくプラスしたこと、拡大基調が続く訪日外国人は、東南アジアの急

伸に加え台湾・香港・韓国なども好調を続けており、さらには中国も前年の尖閣問題による

急減の反動増が見られたことから、売上・客数共に倍増（売上：＋１１３.７％／客数：＋１０６.２％）ペー

スで推移したこと、などが報告されている。 

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「９月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇ 上旬は､秋雨前線の影響で全国的に曇りや雨の日が多かった｡また､台風17号･18号が上陸し西日本の大雨や関東

の竜巻被害があったほか､寒気の影響で気温低下も見られた｡中旬以降は晴れの日が多く気温も高く推移した｡ 

(2) 営業日数増減    ２９.８日（前年同月比±０.０日） 

  (3) 土･日･祝日の合計    １１日（    〃   ±０日） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１３２店舗） 

     ①増加した：４１店、②変化なし：３９店、③減少した：５２店 

  (5) ９月歳時記（敬老の日、秋分の日/お彼岸）の売上（同上／有効回答数１０５店舗） 

     ①増加した：１０店、②変化なし：７１店、③減少した：２４店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 444 ,361 ,452 100 .0 2 .8 (  2 .4 )

10都市 298 ,424 ,178 67 .2 4 .3 (  4 .0 )

札幌 11,859,075 2.7 5.5

仙台 6,546,008 1.5 6.8

東京 111,319,481 25.1 3.6 (  2.9)

横浜 26,186,419 5.9 5.2

名古屋 28,176,877 6.3 4.5

京都 17,284,866 3.9 -0.1

大阪 61,469,926 13.8 8.3

神戸 11,344,337 2.6 -1.7

広島 9,769,046 2.2 -1.8

福岡 14,468,143 3.3 3.4

10都市以外の地区 145,937 ,274 32 .8 -0 .1 (  -0 .7 )

北海道 2,583,371 0.6 1.3

東北 7,647,343 1.7 1.0

関東 69,961,911 15.7 -0.7 (  -1.4)

中部 10,723,138 2.4 -2.0

近畿 14,495,874 3.3 0.6

中国 10,232,718 2.3 1.4 (  -1.4)

四国 7,911,496 1.8 -1.1

九州 22,381,423 5.0 1.2

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 444 ,361 ,452 100 .0 2 .8 (  2 .4 )

紳士服・洋品 26,779,808 6.0 5.7 (  5.4)

婦人服・洋品 103,184,118 23.2 2.6 (  2.2)

子供服・洋品 10,104,072 2.3 3.6 (  3.4)

その他衣料品 11,286,053 2.5 3.1 (  2.8)

衣　　料　　品 151 ,354 ,051 34 .1 3 .2 (  2 .9 )

身のまわり品 59 ,813 ,650 13 .5 5 .2 (  5 .0 )

化粧品 27,512,036 6.2 1.4 (  1.0)

美術・宝飾・貴金属 25,124,164 5.7 6.3 (  5.8)

その他雑貨 18,248,973 4.1 4.0 (  3.8)

雑　　　　　　貨 70 ,885 ,173 16 .0 3 .8 (  3 .4 )

家　　具 6,129,429 1.4 1.3 (  0.4)

家　　電 1,147,043 0.3 -4.3 (  -4.3)

その他家庭用品 14,774,341 3.3 -0.7 (  -0.9)

家　庭　　用　品 22 ,050 ,813 5 .0 -0 .4 (  -0 .7 )

生　鮮　食　品 24,951,816 5.6 1.4 (  1.2)

　菓　　子　 28,449,380 6.4 2.6 (  2.2)

　惣　　菜　 26,618,971 6.0 1.4 (  1.1)

その他食料品 32,448,803 7.3 2.2 (  1.9)

食　　　料　　　品 112 ,468 ,970 25 .3 1 .9 (  1 .6 )

食　堂　　喫　茶 14 ,052 ,275 3 .2 0 .1 (  -0 .3 )

サ　ー　　ビ　ス 5 ,386 ,636 1 .2 -2 .8 (  -2 .9 )

そ　　の　　他 8 ,349 ,884 1 .9 -2 .0 (  -3 .5 )

商　　　品　　　券 10 ,046 ,755 2 .3 -7 .7 (  -7 .9 )

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

全国百貨店　売上高速報 2013年09月

対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)

※

第１表　　地区別売上高
※店舗数調整後　（　）が調整前
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Ⅱ．地区別の動き  

 

   １．１０都市売上動向         ４.３％（店舗数調整後／２か月連続プラス） 

   ２．１０都市以外の地区売上動向   －０.１％（店舗数調整後／３か月連続マイナス） 

 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市   ４.３ ２.８ ２か月連続プラス 

札 幌 ５.５ ０.１ ２か月連続プラス                                                                          

仙 台 ６.８ ０.１ ３か月ぶりプラス 

東 京 ３.６ ０.９ ２か月連続プラス 

横 浜 ５.２ ０.３ ２か月連続プラス 

名古屋 ４.５ ０.３ ２か月連続プラス 

京 都 －０.１ ０.０ ２か月ぶりマイナス 

大 阪 ８.３ １.１ １１か月連続プラス 

神 戸 －１.７ ０.０ ３か月連続マイナス 

広 島 －１.８ ０.０ ８か月連続マイナス 

福 岡 ３.４ ０.１ ２か月連続プラス 

10 都市以外の地区 －０.１ ０.０ ３か月連続マイナス 

北海道 １.３ ０.０ ２か月連続プラス＊ 

東 北 １.０ ０.０ ３か月ぶりプラス＊  

関 東 －０.７ －０.１ ３か月連続マイナス 

中 部 －２.０ －０.１ ３か月連続マイナス 

近 畿 ０.６ ０.０ ２か月連続プラス 

中 国 １.４ ０.０ ３か月ぶりプラス＊ 

四 国 －１.１ ０.０ ３か月連続マイナス 

九 州 １.２ ０.１ ３か月ぶりプラス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

   主要５品目では、雑貨が１１か月連続、衣料品、身のまわり品、食料品が２か月連続のプ

ラス。家庭用品が２か月ぶりのマイナスとなった。また、美術・宝飾・貴金属が１３か月

連続、化粧品が７か月連続、その他雑貨が４か月連続、紳士服・洋品、婦人服・洋品、子

供服・洋品、その他衣料品、家具、生鮮食品、菓子、惣菜が２か月連続、その他食料品が

３か月ぶりのプラスとなった。 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 ２.８ ― ２か月連続プラス 

紳士服・洋品 ５.７  ０.３ ２か月連続プラス 

婦人服・洋品 ２.６  ０.６ ２か月連続プラス 

子供服・洋品 ３.６  ０.１ ２か月連続プラス 

その他衣料品 ３.１  ０.１ ２か月連続プラス 

衣料品 ３.２  １.１ ２か月連続プラス 

身のまわり品 ５.２  ０.７ ２か月連続プラス 

化粧品 １.４  ０.１ ７か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 ６.３  ０.３ １３か月連続プラス＊ 

その他雑貨 ４.０  ０.２ ４か月連続プラス＊ 

雑貨 ３.８  ０.６ １１か月連続プラス 

家具 １.３  ０.０ ２か月連続プラス 

家電 －４.３  ０.０ ３か月連続マイナス 

その他家庭用品 －０.７  ０.０ ４か月ぶりマイナス 

家庭用品 －０.４  ０.０ ２か月ぶりマイナス 

生鮮食品 １.４  ０.１ ２か月連続プラス＊ 

菓子 ２.６  ０.２ ２か月連続プラス＊ 

惣菜 １.４  ０.１ ２か月連続プラス＊ 

その他食料品 ２.２  ０.２ ３か月ぶりプラス＊ 

食料品 １.９  ０.５ ２か月連続プラス 

食堂喫茶 ０.１  ０.０ １１か月連続プラス 

サービス －２.８  ０.０ ２か月ぶりマイナス 

その他 －２.０  ０.０ ２か月連続マイナス 

商品券 －７.７ －０.２ ３１か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

お問い合わせは、日本百貨店協会  森・佐藤・西田まで 

    TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

http://www.depart.or.jp/

